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□⼈による警備をシステムに置き換えることで経費削減。
□システム活⽤によりヒューマンエラーが起こらないメリット有。

□適切なメンテナンスなき設備は⽕災時に機能しないことも有。
□法整備や建物の増床等で現状は基準に満たなくなっているケースも。

お問合わせ先

担当︓⾅井・⾼井

【各機器の交換時期の⽬安】

きちんとメンテナンスを⾏わないと耐⽤年数未満での故障も増加。
また、設置位置の誤りや不適切なセンサーが使⽤されている場合も
ございます。

タイ王国でも⽇本と同様にお客様の「安⼼・安全」をお届けするのをモットーと
しております がサービスを提供いたします。
お客様ごとに確かな経験を活かし、適切な防犯、防災プランをご提案いたします。

ホームページ
｢ ｣

｢綜合警備保障株式会社（ ）｣

⽕災報知器、消⽕設備すべて纏めて診断、⾒積、是正⼯事
実施いたしますので担当者様の負担減にもなります。

導⼊コストは、リースにすることにより、実質負担ゼロ
からのご提案も可能となります。

から
㈱ジェムコ日本経営高橋 功吉

コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

【第9面に続く】

計画利益達成なら問題ない？

  面白いもので、各社の決算検討には随分と違いがある。よく

推進されているなと感じる企業では、徹底してキャッシュフ

ローを中心に検討されている。信用できるのはお金だけであり、

見せかけの利益は許さないという姿勢の企業もある。このよう

な企業は自己資本比率も高く、新たな戦略投資も自己資金で展

開されている。

  そのような中で、これは甘いのではないかと感じるのが、計

画の利益が達成できていればよいと判断している企業だ。内容

を見ると、売上は計画を上回っており、それと共に固定費も上

昇しているが、利益は計画を達成できているので、何の指摘も

なく、計画利益達成ということで終わっているケースだ。

増やしてしまうと簡単に減らないのが固定費

  実は、固定費が増えているというのは、極めて大きな問題な

のだ。本来固定費は売上の変動に関係なく同じ額のはずにも関

わらず、これが増えているということは、今後も増えたままに

なる可能性が高いということになる。人件費や減価償却費など

がその代表だが、人を増やしてしまえば、そう簡単に首という

訳にはいかない。増えた人件費は払い続ける必要がある。たま

たま売上が計画を上回ったことで今期は計画の利益が確保でき

たとしても、今後の経営にとっては足かせになる可能性が高い

ということだ。

限界利益率が増えないままでの固定費増は？

  人の増ではなく、設備投資をして固定費が増える場合 ( 減価

償却費が増える場合 )、変動費である材料費率や外注費率は下

がることが多い。内製の拡大や新たな工法の導入で歩留まりの

向上を図ったりするからだ。固定費が増える場合の設備投資の

目的は、限界利益率を高くすることで、売上が拡大すればする

ほど、より多くの利益が出せる体質にすると共に、価格競争に

も対応できる利益体質を築くためだ。しかし、投資を失敗して

思ったように限界利益率を増やすことができず、単に固定費が

増えただけということになると、損益分岐点 (= 固定費を限界

利益率で割って求められる ) が上昇しただけということになっ

てしまう。

  売上が増えれば、売上増分 × 限界利益率分の利益が増える。

しかし、投資を失敗して限界利益率が向上しないままで固定費

が増となれば、売上増による利益増で固定費増をカバーしただ

けということになり、計画の利益は達成できたとしても、本来
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【第8面から続く】

増えるはずだった利益が確保できなかったということになる。

それにも関わらず、計画利益達成ということで、何の指摘もな

く、固定費の増に対して意識もされないというのでは、利益体

質の悪化を放置することに他ならない。

固定費を増やす場合は十分な見極めが大切

  固定費が重ければ重いほど不況には弱い。逆に、固定費が軽

ければ不況には強い。すなわち、固定費の増は、景気が変動し

て売上が減っても、費用だけは減らない体質にしてしまうとい

うことを意味する。それだけに、経営者にとって、固定費だけ

は徹底して吟味して増やすかどうかを見極めることが大切なの

だ。

　さて、皆さんの企業での決算検討はどのように行われている

だろうか。徹底したキャッシュフロー重視の経営と共に、利益

では、限界利益率の確保と、固定費の削減が鍵となる。安易に「計

画利益達成」で済ましてはいないだろうか。確実にキャッシュ

は増やすことができているか、利益体質はより強固なものにで

きているか、確認していただきたい。

　7 月 11 日のドルバーツは 30.60 付近で取引を開始した。前

日夜間、パウエル FRB 議長が米国議会での証言において前週発

表された堅調な内容の雇用統計を受けても FRB の見通しに変更

は無いと発言。議会証言前の 30.80 台後半から急落して始まっ

た。しかし、雇用統計前の底値 30.50 台を下抜けないことが確

認されると、その後は反転上昇。

  翌日 12 日、非居住者 THB 保有口座の上限減額の規制強化策

がタイ中銀より発表されると更にドルバーツは急進。雇用統計

前の高値 30.90 まで結局戻すこととなった。

  週明け 15 日からは、16 日・17 日がタイの祝日ということも

あり市場の動意は乏しく 30.85 ～ 30.95 程度のタイトレンジで

の推移を続けた。

ドルバーツは上昇か

  今月に入り、これまでドルバーツの下値原動力であったタイ

国内債券、株式への資金流入がストップ。高官からの警戒発言

だけでなく、中銀債の発行縮小や外貨準備の堅調な積上がり、

そして非居住者口座の上限減額など、タイ中銀の THB への資金

流入抑制を企図した具体的な行動に、海外投資家が手を引いた

ためと思われる。海外投資家はタイ自体に投資のカタリストを

見出していたというより、消去法的選択でタイを選択し、THB

を買っていたものと思われ、THB 高騰阻止のタイ中銀各種施策

は、かれらの行動を少なくとも一旦はとめるのに十分であった

ものと考える。

  8 月夏休みを前にポジション調整からドルバーツの売りニー

ズはあろうかと思われる中、海外投資家の買い需要が大きく後

退しており、ドルバーツは上昇がメインシナリオ。ただし、米

国金利の急低下などからアジア通貨全般の買い、もしくはリス

クオフ等からの反射的行動で JPY や THB の買いあがりなどが起

こるようであれば、ドルバーツ下落の可能性も残存する。

                                       （7月 17 日　21:30）

橋本　紳一郎

ドルバーツは、FRBのハト派スタンスを確認後下落もその後一転上昇




